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 ４月に文部科学省による学力・学習状況調査を実施しました。全国的な義務教育の機会均等と水準向

上のため、児童（生徒）の学力や学習の状況を把握・分析し教育の改善を図るとともに、児童（生徒）

一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることを目的としているものです。 

 結果を基に、本校児童（生徒）の学力の傾向を分析し、学力向上について対応策をまとめました。そ

の概要についてお知らせいたします。 

 

■ 調査期日 

    令和６年４月１８日（木） 

 

■ 調査の対象学年 

    小学校６年生児童 

 

■ 調査の内容 

 

 （１） 教科に関する調査（国語、算数・数学） 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり

常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等に関わる内容。 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・

改善する力等に関わる内容。 

調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。 

 

（２） 生活習慣や学習環境等に関する質問調査 

 

■ 調査結果及び考察について 

 

全国学力・学習状況調査は小学６年生・中学３年生と限られた学年が対象であり、教科は国語と算数・数学に限ら

れています。さらに、出題は各教科の限られた分野（問題）です。したがって、この調査によって測定できるのは、

「学力の特定の一部分」であり「学校教育活動の一側面」であることをご了解の上、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

児童（生徒）に対する調査 学校に対する調査 

 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面

等に関する調査 

（例）学習に対する興味・関心、授業内容の理解度、

基本的生活習慣、家庭学習の状況 など 

 指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件

の整備の状況等に関する調査 

（例）授業の改善に関する取組、指導方法の工夫、 

学校運営に関する取組、家庭・地域との連携の

状況 など 



■ 調査結果及び考察 

１ 国 語  

（１）結 果 

   

全体の正答率は、７１％で全国の平均正答率を３．３ポイント、県を５ポイント上回っています。

「話すこと・聞くこと」の正答率は６６．２％で全国平均正答率を６．４ポイント上回っています。

「知識・技能」の正答率は、７３．８％で、全国平均正答率を４ポイント、「読むこと」の正答率は７２．８％で、

１．６ポイント上回りました。「書くこと」は、６６．０％で全国平均正答率を２．４ポイント下回りました。 

（２）成果と課題 

     今回の調査では、中でも、「目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝

えたいことを明確にして話す」問題では、全国平均を大きく上回りました。普段から、国語の授業では、

自ら立てた問いの解決のために、少人数での話し合いを継続的に取り組んでいる成果が表れていると考

えられます。課題は、問題形式の「記述式」の正答率を上げることです。特に、条件に沿った記述の正答

率は、全国平均正答率を下回っており、苦手にしている児童が多くいます。内容に関する条件や記述に

関する条件、また条件の数など、日々の授業の中で、様々な条件に沿いながら書く活動を仕組んでいくこ

とが重要であると捉えています。 

（３） 学力向上のための取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校では】 

〇問題文を読むときには、印付けを習慣化できるよう継続して指導しています。 

○単元ごとに身に付けさせたい力を明確にし、ゴールの言語モデル向かって、思考操作を行い、

自ら立てた「問い」を解決していくことで、児童が主体的に学べるようにしています。 

〇「問い」の解決のために、友達との交流を行う際には、根拠となる言葉や文章を明らかにし

ながら、深く学んでいけるようにします。 

○与えられた条件に合わせて文章を書いたり、単元ごとに、学んだことやこれからの学習で生

かしていこうとすることを 200字前後でまとめる「コンパクトライティング」に取り組んだ

りしています。 

。 

○インタビュー、案内や紹介など、日常生活につながる言語活動を授業場面で設定します。 

 習得した国語の力を活用させる場面を増やすことで、表現力を向上させていきます 

【ご家庭では】 

○お子さんのノートや教科書、宿題を見て学習の様子を把握し、ぜひ会話してください。文章問題

では、印付けをするようにお声掛けをお願いします。音読の宿題への取り組みを引き続きお願い

します。頑張っているところをほめていただくと自信につながると思います。 

〇学期ごとに行っている「レベルアップカード」では、お子さんの家庭学習の様子をご確認し、コ

メントをお願いします。 



２ 算数                       

（１）結 果 

 
全体での正答率は、６６％で全国平均正答率より２．６ポイント上回っています。領域別では、「数

と計算」、「図形」、「データの活用」では、全国平均正答率を上回っていますが、「変化と関係」の正答

率は、５０．４％で、全国平均正答率を１．３ポイント下回っています。記述式での正答率は、５

２．５％で、全国平均正答率より１．５ポイント高いですが、無回答率の割合は１～２ポイント高く

なっています。 

 （２）成果と課題 

今回の調査では、「数と計算」や「図形」での短答式の問題や記述式の問題の正答率が高くなっていま

す。普段から、基礎的な知識問題や計算問題などにタブレットなどを活用しながら繰り返し取り組んで

いることや、授業の中で、自分の考えを図・式・言葉を使って筋道を立て説明したり、分かったことを

もとに自分の言葉でまとめたりしていることの成果が表れていると考えられます。 

課題は、「変化と関係」の領域の速さと道のりと時間の関係やその意味に関する記述問題です。公式と

して、速さと時間、道のりの関係を覚えるだけではなく、式を線分図で表したり、線分図を式に表した

り、表した考えを説明し合う活動が重要であると考えます。 

特に、児童同士が学び合う中では、共通点や相違点などにも注目し話し合うことで、より深い学びに

つながると考えます。 

 

（３）学力向上のための取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ご家庭では】 

〇計算ドリルや宿題プリントへの取組から、お子さんの理解を知ることができます。印付けができているか、

大事な条件を理解しているかの確認も併せてお願いします。 

○保護者の方からの称賛や励ましの言葉はお子さんの学習意欲向上につながりますので、宿題など、ぜ

ひ定期的に目を通されて、言葉掛けをお願いします。 

○買い物や料理、ドライブなど、身の回りには算数の学習内容と関連している事例がたくさんあります。学

んだことを日常生活で活用することで、さらに理解を深めることができます。お子さんと一緒に問題を考

え、それを解決してみる機会をつくってみてください。どのように答えを導き出したのか、お子さんが説明

することができるとすばらしいです。 

 

【学校では】 

○問題文のキーワードや表、グラフの数値など、問題解決に必要な数や言葉に印を付けるだけでなく、

必要な数や言葉を書きこんだりすることで、文章を正しく理解できるように指導します。 

○自分の考えを図や式、言葉を使って表し、友達に説明する機会を増やすことで、論理的思考力の向

上に努めます。 

〇算数用語を正しく覚え、使うことができるように繰り返し指導します。〇算数の学習の内容を生活

の場面に関連付けて、指導する機会をつくります。 



３ 生活習慣や学習習慣に関する調査 
（１）結果   [成果（○）と課題（●）]           ※「している」「どちらかといえばしている」の割合 
≪ 主体的な学習について≫                          
質問番号 質問内容 鍋島小 県 全国 
１７ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 ８３．８ ７６．７ ７５．８ 

２０ 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自
分で学び方を考え、工夫することはできていますか。 

８９ ８２．７ ８０．７ 

２９ ５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機
会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか 

６１．８ ６１．７ ６７．６ 

３０ ５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自
分で考え、自分から取り組んでいましたか。 

８９ ８２．９ ８１．９ 

児童の意識が良い方向に高まってきていることから、本校の取組の成果が徐々に表れていると思われます。
友だちタイムで、対話的な学びを積み重ねていくことで、互いの意見を認め合う関係性が生まれ、主体的に
取り組むようになってきています。資料などを使って、工夫して発表することに課題があると考えます。 
≪家庭での様子について≫ 

「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リズムは身に付いているようです。また、家庭学習については全国平
均とほぼ同等ですが、まだ１時間未満の児童が４割以上いました。かなり個人差が見られるので、「家庭学習
レベルアップ週間」などの取り組みを活用し家庭学習が習慣化するように指導をしていきます。携帯電話等
での SNSや動画視聴の時間は、全国平均より短いですが３時間以上の児童もいます。 
≪その他≫ 
質問番号 質問内容 鍋島小 県 全国 
３６ 先生は、わかるまで教えてくれていると思いますか。 ９７．１ ９０．１ ８７．９ 

１１ 将来の夢や目標を持っていますか。 ８０．２● ８３．２ ８２．４ 

１３ いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いま
すか。 

９９．２ ９６．８ ９５．９ 
 

１４ 困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にい
つでも相談できますか。 

７２．８    ６４．７ ６７．１ 
 

１５ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 １００   ９６．８ ９５．９ 

「わかるまで教えてもらえる」「困ったら相談できる」という回答が県や全国平均を上回っており、学校や教師
に対して安心感をもっている児童が多くいることが分かります。「いじめはいけないことだ」と答える児童が県や
全国平均を上回っています。「人の役に立ちたい」と答えている児童は全国平均並みに高い数値ですが、将来の夢
や目標といった具体的な将来像を描いている児童は県や全国平均を下回っています。 
（２）改善に向けての取り組み 

 
 
 
 
 

 

 

 

質問番号 質問内容 鍋島小 県 全国 
１ 朝食を毎日食べていますか。 ９４．８ ９３．４ ９３．７ 

２ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 ８９ ８４．３ ８２．９ 

３ 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 ９４．９ ９２．１ ９１．６ 

 普段（月～金）１日あたり１時間以上勉強
している。 

2時間～  ２４．３ １８．６ ２３．５ 

1時間～ ３４．６ ２８．８ ３１．１ 

５ 普段（月曜日から金曜日）、１日当たり 
どれくらいの時間、携帯電話やスマート 
フォンで SNSや動画視聴などをします 
か。 

3時間～ １４ ２１ ２０．７ 

1時間～ 
3時間 

２８．７ ３０．８ ３０．４ 

【学校では】 

〇規則正しい生活の大切さについて引き続き指導していきます。 

〇将来なりたい自分を考えさせ、キャリア教育の充実に引き続き取り組んでいきます。 

〇授業で学んだことを他の学習や生活に活用することを考えさせ、活用力、向上につなげていきます。 
〇ICT機器の家庭での活用がこれから進んでいくと思います。目標やルール、使い方を確認し、家庭と学校が連
携していきます。 


